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学生ポスター発表
募 集 要 項

学生と産学官の先端研究者が議論し交流することを目的として、学生ポスターセッションを実施します。審査を希
望する発表については、「発表者の研究への寄与」、「質疑応答」、「研究の独自性と発展可能性」などを基準に産業
界とアカデミアの審査員が審査し、優秀な発表に対して「優秀ポスター発表賞」が授与されます。中でも最も優れ
た発表に贈られる「最優秀ポスター発表賞（CSJ化学フェスタ賞）」には副賞を贈呈するとともに、「化学と工業」誌
（2026年1月号）へ受賞者コメントを掲載します。会場では同時に産学官R&D紹介企画の「R&D展示ブース」が
開催され、企業研究者と交流することもできます。また、今年も『博士課程学生オーラルセッション』を実施します。
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ポスター発表について 部からの引用の申請があったときは本会において検討の上、許可する
こととします。

(キ)特許
本会は特許法第30条（発明の新規性喪失の例外）の適用に係る指
定学術団体として、 これまで特許出願の際の研究集会の発表証明
を行って参りました。 平成23年の特許法の改正により、平成24年4
月1日以降の出願に関しては、必ずしも指定学術団体の証明は必要で
なく、指定の書式に則った出願人による証明書と客観的証拠資料な
どの提出で済ませることができるようになりました。特許庁のウェブ
サイトなどにてご確認いただけます。 本会からの証明をご希望の方
は、下記URLをご参照下さい。
https://www.chemistry.or.jp/application/certificate/research.html

(ア )発表内容と発表者の条件
討論に重点を置くため、発表内容に発表者本人の既発表内容を含
んでも構いません。発表者は学生に限り、発表件数は1人1件です。

(イ)発表形式と発表時間
ポスター発表のみとし、発表時間は60分（１回のポスターセッション
の時間は120分。ポスター番号により前半60分、後半60分が発表時
間となります。）です。ポスターボードのサイズは高さ180 cm × 幅
120 cmの予定です。発表言語は日本語もしくは英語とします。

(ウ)申込分類
1. 物理化学
2. 無機化学・触媒化学・分析化学
3. 有機化学
4. 錯体・有機金属化学
5. 天然物化学・生体機能関連化学・バイオテクノロジー
6. 高分子化学
7. 材料化学

(エ)ポスター発表賞
審査を希望するポスター発表に対して審査を行い、「最優秀ポスター
発表賞（CSJ化学フェスタ賞）」、「優秀ポスター発表賞」を授与します。
なお、過去に発表者がポスター発表賞を受賞している場合には、既発表
内容からの進展や新規性が認められることが受賞の要件となります。

(オ)採否とプログラム編成
申込発表の採否およびプログラム編成（発表分野、日時など）は、化学
フェスタ実行委員会に一任とします（希望と異なる場合もあります）。

(カ)著作権
予稿集に記載された内容に関する著作権は、日本化学会に帰属する
ものとします。したがって本会が必要と認めたときは転載し、また外

(ア )申込期間
6月2日～7月3日17時まで
※予定件数に到達次第、受付終了予定時刻より前に受付を終了する
場合があります。

(イ)申込方法
ウェブサイトの申込フォームをご利用いただき、（１）ポスター発表申
込と（２）予稿原稿の投稿を行って下さい。（１）と（２）は同時である
必要はありませんが、申込期間中に予稿原稿が投稿されていない場
合、申込はキャンセルされます。
※フォームが使用できない場合にはお早めに事務局にご相談下さ
い。締切日以降は対応できませんのでご注意下さい。

(ウ)予稿原稿の作成および提出方法
ウェブサイト上のテンプレートを利用し、予稿原稿をPDFファイルで
作成して下さい。発表申込後作成されたマイページよりご提出下さい。
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学生ポスターセッション募集のご案内

提出の際には、発表申込時に発行される受付番号、パスワードが必要
となります。

(エ)グラフィカルアブストラクトの作成および提出方法
発表内容の要点を示す図式などを、論文誌のグラフィカルアブストラ
クトの形式でホームページ上に一覧表示させることで、どのような発
表があるか俯瞰できるような場を提供します。ウェブサイト上のテンプ
レートを利用し、作成の上、指定期間中にご提出下さい。提出の際に
は、発表申込時に発行される受付番号、パスワードが必要となります。

(オ)発表申込の取消
発表申込後に発表を取り消すと、プログラム編成に支障をきたしま
す。必ず、発表申込内容に関して指導教員の確認を受けてからお申し
込み下さい。理由の如何にかかわらず、申込期間終了後の差し替え、
取り消しは認められません。

(カ)発表者の変更
やむを得ず発表者を変更する場合には必ず事務局へお知らせ下さ
い。変更の対象はプログラムに記載の共著者に限ります。また、変更
になった時点でポスター発表賞の審査対象外となります。

(キ)過去の受賞について
過去にポスター発表賞を受賞していて今回も審査を希望する場合は、
過去受賞対象となった発表の予稿を提出いただきます。

3 登壇料のお支払いについて
ポスター発表を行うにはポスター登壇料のお支払いが必要です。

(ア )ポスター登壇料
区　分 登壇料（課税）

学生会員 7,000円(税込)
非会員学生 9,000円(税込)

※ポスター発表者は別途参加登録手続き、参加費のお支払いの必要
はありません。
※申込期間終了後及びご入金後の変更・キャンセルにつきましては、
対応しておらず、ご返金も出来かねます。（特段の理由のない会員
区分の変更もお受けできません。）
※部会のみ入会している方は，非会員の扱いです。
※予稿集（Web）およびプログラム集（PDF版）の閲覧が可能です。
※プログラム集（冊子版）を希望の場合は別途申込が必要です（有
償：2,500円）。

(イ)お支払い方法
銀行振込、オンラインクレジットカードのいずれかとします。

(ウ)お支払い期限
7月末日

4『博士課程学生オーラルセッション』と
『CSJ化学フェスタ博士オーラル賞』について

ポスター発表をする博士後期課程学生で希望される方に、口頭発表を
通して産学官という異なる立場、異分野の学生・研究者と交流する場を
提供することを目的として『博士課程学生オーラルセッション』を設け
ます。
● ポスター発表を行う方に限り、ポスター発表と同じ内容で、口頭発表
に申し込むことができます。（口頭発表のみは不可）

● 万が一、ポスター発表を行わずに口頭発表のみ行った場合は、賞の

審査対象外とします。
● 発表申込は先着順とし、30件に達し次第、締め切りとなります。
● 同一の研究室からの発表申込は1件のみとさせていただきます。
● 発表時間は発表9分、質疑応答3分の計12分とします。
● 発表者は、少なくとも自身の発表と同じセッションの講演にはすべて
出席し、他の発表者とのディスカッションに参加することが求められ
ます。

● 優秀な発表に対して「CSJ化学フェスタ博士オーラル賞」が授与され
ます。同賞は、「研究内容に関する本人のオリジナリティ」、「発表の構
成と分かりやすさ」、「今後の展開への期待度」、「質疑応答の的確さ」
を基準に産業界とアカデミアの審査員が審査します。

● CSJ化学フェスタ博士オーラル賞は、将来の博士人材をエンカレッ
ジする趣旨で授与するものであり、この趣旨に鑑み、社会人博士の方
は、指導教員の方とよくご相談の上、お申し込み下さい。

● 本セッションでの発表では、より広い分野の方に分かりやすい発表
を心がけて下さい。

日本化学会秋季事業 第15回 CSJ化学フェスタ2025

会 期

会 場

U R L

2025年10月22日(水)～24日(金) 

タワーホール船堀（東京都江戸川区船堀4-1-1）

https://festa.csj.jp/2025/

重要な日程

学生ポスター発表募集期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・6月2日～7月3日

産学官R&D紹介企画募集期間・・・・・・・・・・・・・・・6月2日～7月3日

早期参加申込期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8月1日～9月11日

通常参加申込期間・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・10月1日～会期当日

プログラム公開(Web)・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・8月1日

Web予稿集公開・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・9月25日

  お問い合せ先

公益社団法人日本化学会 企画部 矢部・田中・久後・河瀬
E-mail: festa@chemistry.or.jp

2025年10月22日（水）～24日（金）、タワーホール船堀（東京都江
戸川区）において“日本化学会秋季事業 第15回 CSJ化学フェス
タ2025”を開催します。日本化学会秋季事業として2011年にス
タートしたCSJ化学フェスタも今年で第15回を迎え、「産学官の先
端研究者と議論し交流できる場」、「最新の研究や技術開発動向を
把握し議論できる場」として好評をいただき、また公開企画の参加
者も年々増え、「産学官の交流深耕」と「化学の社会への発信」を
目的とした日本化学会独自の特長あるイベントとして定着してまい
りました。今回も、より魅力的な企画、驚きの企画、参加して良かっ
たと思っていただける企画を準備しています。
なお、CSJ化学フェスタには多くの学生が参加しますが、就職を控
えた学生と企業との情報交流に関しては、すべての企画において
政府の「就職・採用活動日程に関する考え方」を遵守することを申
し添えます。
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